
令和 3年 3月 16 日 

 

土木・環境しなの技術支援センタープレスリリーｽ  

 

土木・環境しなの技術支援センターでは、県内

の土木の魅力を伝えるパンフレット「信州の土木 

魅力のマップ」にとりあげた各地の橋やトンネル

の土木カードを発行しています。 

カードにすることで、橋への関心はもとより、そ

の地域に関心をもっていただき、鉄道や各地の観

光施設などの利用者増加につなげることを目指し

た取り組みです。 現地を訪れていただき、カードを手にとってもらえますようお待ちしています。 

※1 「信州の土木カード」 今迄の発行実績 

第 1 弾  久米路橋カード （4 枚） 配布完了 

第 2 弾  信州のトンネル・峠カード （16 枚＋プレミア 4 枚） 長野県建設業協会、長野県建設部と共同企画 現在配布中 

※2 パンフレット「信州の土木 魅力のマップ」は 県庁１階観光協会、合同庁舎、銀座 NAGANO などで無料配布中 

“信州の土木カード” 第 3 弾 

「頑張れ別所線・上田 橋カード」 を配布します！ 

1 企画    信州の土木カード「頑張れ別所線・上田 橋カード」（4 箇所）を無料配布します 

         （上田地域の橋の特徴や歴史などを紹介するオリジナルカードです） 

        4 つの橋：上田電鉄千曲川橋梁、りんどう橋、二の丸橋、塩野神社太鼓橋  

2 配布場所  各橋の近くの別所線の駅、観光施設などの営業時間内です。（別添資料） 

3 配布開始  令和 3（2021）年 3 月 30 日（火）から  

4 配布枚数  各橋 2000 枚  希望者に無料配布、カードがなくなり次第終了です。 

ご注意 

各カードの配布場所は、カード毎に異なります。詳しくは配布場所のチラシか 

土木・環境しなの技術支援センターのホームページをご覧下さい。 

  http://www.ne.jp/asahi/tac/shinano/ 

5 発行、問い合わせ先   

土木・環境しなの技術支援センター（理事長 小西純一信州大学名誉教授）は 県内の大学､高

専の研究者、県内の民間企業や官庁に勤務する技術者などで構成される非営利活動団体です。 

【事務局】長野市篠ノ井布施五明341-7  担当 ：山浦直人   

電話 ：090-7175-5003  E-mail：yama3417@mx2.avis.ne.jp 

―台風 19 号の水害から復興する別所線、上田地域を応援する橋カードです－ 

今回の橋カードは 下記の 4 つの橋を対象としています。 
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